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平
成
25
年
9
月
6
日
（
金
）、
東
京
・
千
代
田

区
平
河
町
の
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
平
成
25
年
度
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
相
談
業
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
主
に
地
方
公
共
団
体
、
共

済
組
合
等
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
業
務
担
当
者
を

対
象
に
、
家
庭
経
済
設
計
に
関
す
る
専
門
知
識
や

相
談
業
務
の
な
か
で
必
要
な
各
種
技
法
を
習
得
す

る
た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
セ

ミ
ナ
ー
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

講
師
の
平
野
先
生
は
平
成
19
年
に
独
立
さ
れ
て

以
来
、
1
0
0
0
件
以
上
の
家
計
相
談
を
受
け
て

い
る
相
談
業
務
専
門
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ

ラ
ン
ナ
ー
（
F
P
）
で
す
。
一
般
社
団
法
人
全
国

F
P
相
談
協
会
代
表
理
事
と
し
て
家
計
相
談
の
普

及
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
種
マ
ネ
ー

雑
誌
に
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
現
在
当
誌
に
も
「
家

「平成25年度 ライフプラン相談業務
セミナー」を開催しました！

族
構
成
で
考
え
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
を
好
評
連
載

中
で
す
。
併
せ
て
ご
一
読
下
さ
い
。

本
講
演
で
は
家
計
相
談
に
お
け
る
傾
向
や
相
談

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
実
例
を
中
心
に
実
践
的
な

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
講
演
概
要
》

最
近
、
お
客
様
か
ら
受
け
る
相
談
の
ベ
ス
ト
3

は
「
住
宅
購
入
」「
教
育
資
金
」「
生
命
保
険
の
見

直
し
」
で
す
。
本
日
は
そ
の
3
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

各
々
の
相
談
で
多
い
質
問
と
私
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

住
宅
購
入
の
相
談

1
．
安
心
な
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
入
額
・
購
入
物
件

の
価
格
は
？

税
込
年
収
の
2
割
の
1
／
12
と
家
計
支
出
余
力

（
家
賃
＋
住
宅
購
入
の
た
め
の
貯
蓄
）
を
比
較
し
、

少
な
い
方
を
毎
月
の
返
済
額
の
目
安
と
し
ま
す
。

毎
月
の
返
済
額
、
返
済
期
間
、
金
利
（
現
在
は

2
・
4
％
で
試
算
）
か
ら
逆
算
し
て
借
入
可
能
額

を
算
出
し
ま
す
（
図
1
「
返
済
額
早
見
表
」
参
照
）。

購
入
物
件
の
価
格
は
「
借
入
可
能
額
＋
自
己
資

金

−

諸
費
用
」
で
計
算
し
ま
す
。
自
己
資
金
は
手

持
ち
資
金
（
貯
蓄
＋
親
等
か
ら
の
支
援
）
か
ら
万

一
の
場
合
に
備
え
て
6
ヶ
月
分
の
生
活
費
を
控
除

し
た
残
額
を
上
限
と
し
ま
す
。
諸
費
用
は
5
〜
10

％
は
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2
．
変
動
金
利
と
固
定
金
利
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
の

が
よ
い
か
？
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低
金
利
の
と
き
は
固
定
を
、
高
金
利
の
と
き
は

変
動
を
選
ぶ
の
が
基
本
で
す
。
現
在
は
史
上
最
低

レ
ベ
ル
の
金
利
で
す
の
で
、
原
則
固
定
金
利
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

返
済
額
が
収
入
に
占
め
る
割
合
（
返
済
負
担

率
）
が
低
い
方
に
は
、
家
計
に
与
え
る
金
利
変
動

の
影
響
も
小
さ
い
こ
と
か
ら
金
利
が
安
い
変
動
金

利
も
選
択
肢
と
し
て
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

3
．
消
費
税
が
上
が
る
前
に
住
宅
を
購
入
し
た
ほ

う
が
よ
い
か
？

平
成
26
年
4
月
か
ら
消
費
税
が
5
％
か
ら
8
％

に
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
住

宅
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
消
費
税
値
上

げ
前
に
駆
け
込
み
で
購
入
し
た
方
が
よ
い
か
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
最
近
増
え
て
き
ま
し
た
。

消
費
税
は
住
宅
購
入
価
格
全
体
に
か
か
る
の
で

は
な
く
、
建
物
等
に
か
か
り
土
地
に
は
か
か
ら
な

い
こ
と
、
中
古
住
宅
で
仲
介
物
件
を
購
入
す
る
場

合
に
は
建
物
に
も
消
費
税
が
か
か
ら
な
い
こ
と
等

に
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
消
費
税
値
上
げ
後
は
住
宅
ロ
ー
ン
減
税

（
税
額
控
除
）
の
上
限
も
、
一
般
住
宅
で
年
20
万

円
か
ら
40
万
円
に
変
更
に
な
り
ま
す
。（
年
末
借

入
残
高
の
1
％
）
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
は
10
年
間
適

用
に
な
り
ま
す
の
で
最
大
で
2
0
0
万
円
の
税
額

の
差
が
出
ま
す
。

現
在
、
駆
け
込
み
需
要
で
住
宅
業
界
は
、
活
況

を
呈
し
て
い
ま
す
。
販
売
価
格
も
消
費
税
値
上
げ

後
よ
り
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

住
宅
は
人
生
最
大
の
買
い
物
で
す
。
駆
け
込
み

で
慌
て
て
買
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か

り
計
画
を
立
て
て
、
慎
重
に
物
件
を
選
ぶ
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
金
利
の
動
向
に
は
注
意

し
て
下
さ
い
。
消
費
税
値
上
げ
よ
り
も
影
響
が
大

き
い
で
す
。

教
育
資
金
の
相
談

1
．
教
育
費
の
支
出
は
今
後
ど
の
ぐ
ら
い
見
込
め

ば
よ
い
か
？

教
育
費
の
支
出
額
は
月
額
で
考
え
る
と
、
イ
メ

ー
ジ
が
湧
き
や
す
い
で
す
。
公
立
小
学
校
は
月
額

約
2
・
5
万
円
、
公
立
中
学
は
約
3
・
8
万
円
、

私
立
中
学
は
約
10
・
7
万
円
、
公
立
高
校
は
約

3
・
3
万
円
、
私
立
高
校
は
約
7
・
7
万
円
で
す
。

大
学
は
高
い
の
で
、
毎
月
の
給
料
か
ら
捻
出
す

る
資
金
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
貯
蓄
等
で
対
応

す
る
資
金
と
分
け
て
考
え
ま
す
。

毎
月
約
4
万
円
＋
貯
蓄
等
で
対
応
す
る
資
金（
国

立
は
約
50
万
円
・
私
立
文
系
1
9
4
万
円
・
私
立
理

系
3
2
5
万
円
）
で
考
え
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

2
．
教
育
資
金
が
不
足
し
た
場
合
は
？

ま
ず
奨
学
金
、
国
の
教
育
ロ
ー
ン
、
貸
付
制
度

の
順
番
で
検
討
し
て
下
さ
い
。

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
制
度
は
第
一
種

と
第
二
種
が
あ
り
ま
す
。
第
一
種
は
無
利
子
で
す

が
、
世
帯
収
入
の
上
限
（
目
安
）
が
4
人
世
帯
で

8
4
6
万
円
、
か
つ
高
校
時
代
の
学
業
成
績
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

第
二
種
は
世
帯
収
入
の
上
限
（
目
安
）
が
4
人

世
帯
で
1
1
7
1
万
円
と
対
象
が
広
く
、
金
利
も
平

成
25
年
7
月
貸
与
終
了
者
で
固
定
1
・
09
％
と
低

い
で
す
。

教
育
資
金
を
貯
め
る
た
め
に
学
資
保
険
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
貯
蓄
だ

け
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
共
済
組
合
な
ど
の
貯

蓄
制
度
を
活
用
し
た
方
が
利
率
の
面
で
有
利
で
す
。

図1　返済額早見表（100万円当たりの毎月返済額）

利率
返済期間

20年 25年 30年 35年
1.45% 4,803 3,976 3,428 3,038
1.50% 4,825 3,999 3,451 3,062
1.55% 4,849 4,023 3,476 3,087
1.60% 4,872 4,047 3,499 3,111
1.65% 4,895 4,071 3,524 3,136
1.70% 4,918 4,094 3,548 3,161
1.75% 4,942 4,118 3,573 3,186
1.80% 4,965 4,142 3,597 3,211
1.85% 4,989 4,166 3,622 3,237
1.90% 5,012 4,190 3,646 3,262
1.95% 5,036 4,215 3,672 3,288
2.00% 5,059 4,239 3,696 3,313
2.05% 5,083 4,263 3,722 3,339
2.10% 5,106 4,287 3,746 3,364
2.15% 5,131 4,312 3,772 3,391
2.20% 5,154 4,337 3,797 3,416
2.25% 5,179 4,362 3,823 3,443
2.30% 5,202 4,386 3,848 3,469
2.35% 5,227 4,412 3,874 3,496
2.40% 5,250 4,436 3,899 3,522
2.45% 5,275 4,462 3,926 3,549

利率
返済期間

20年 25年 30年 35年
2.50% 5,299 4,486 3,951 3,575
2.55% 5,324 4,512 3,978 3,602
2.60% 5,348 4,537 4,003 3,629
2.65% 5,373 4,563 4,030 3,656
2.70% 5,397 4,588 4,056 3,683
2.75% 5,422 4,614 4,083 3,711
2.80% 5,446 4,639 4,109 3,738
2.85% 5,472 4,665 4,136 3,766
2.90% 5,496 4,690 4,162 3,793
2.95% 5,521 4,717 4,190 3,821
3.00% 5,546 4,742 4,216 3,849
3.05% 5,572 4,769 4,244 3,877
3.10% 5,596 4,794 4,270 3,905
3.15% 5,622 4,821 4,289 3,933
3.20% 5,647 4,847 4,325 3,961
3.25% 5,672 4,874 4,353 3,990
3.30% 5,697 4,900 4,380 4,018
3.35% 5,723 4,927 4,408 4,047
3.40% 5,748 4,953 4,435 4,075
3.45% 5,774 4,980 4,463 4,104
3.50% 5,800 5,006 4,490 4,133

（単位：円）
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保
険
の
見
直
し
の
相
談

1
．
死
亡
保
障
額
は
妥
当
で
し
ょ
う
か
？

生
命
保
険
の
死
亡
保
障
額
は
必
要
保
障
額
を
算

出
し
て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
保
障
額
の
算
出

に
当
た
っ
て
は
、
貯
蓄
額
、
遺
族
共
済
年
金
、
死

亡
退
職
金
、
住
宅
ロ
ー
ン
付
帯
の
団
体
信
用
生
命

保
険
な
ど
準
備
済
み
資
金
を
考
慮
す
る
と
と
も

に
、
配
偶
者
の
今
後
の
就
労
収
入
等
も
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

2
．
貯
蓄
型
保
険
の
ほ
う
が
有
利
で
す
か
？

生
命
保
険
で
掛
捨
て
部
分
の
な
い
も
の
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
保
障
部
分
と
貯
蓄
部
分
と
に
分
け
て

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
低
解
約
返
戻
金
型
終
身
保
険
が
、
定
期

預
金
な
ど
に
比
べ
る
と
高
利
回
り
と
の
理
由
で
、

販
売
件
数
が
伸
び
て
い
ま
す
が
、
保
険
料
払
込
み

満
了
前
に
解
約
す
る
と
解
約
返
戻
金
が
削
減
さ

れ
、
大
き
く
元
本
割
れ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
貯
蓄

型
保
険
と
い
っ
て
も
、
今
後
の
住
宅
ロ
ー
ン
や
教

育
費
な
ど
を
考
慮
し
、
無
理
の
な
い
保
険
料
負
担

額
に
抑
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

当
協
会
で
は
平
成
18
年
度
の
相
談
業
務
セ
ミ
ナ
ー

よ
り
（
株
）
パ
ト
ス
に
講
演
を
依
頼
し
て
お
り
、
参
加

者
か
ら
は
実
習
を
交
え
た
研
修
が
大
変
好
評
で
す
。

本
年
は
昨
年
ま
で
の
テ
ー
マ
に
加
え
て
、「
電

話
に
よ
る
相
談
」
へ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
も
研

修
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

《
講
演
概
要
》

相
談
業
務
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
わ
る
こ
と

も
多
い
の
で
、
相
談
者
に
安
心
し
て
打
ち
明
け
て

も
ら
う
た
め
、
相
談
者
と
の
あ
い
だ
に
限
ら
れ
た

時
間
の
な
か
で
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
「
心
を
開

い
て
も
ら
う
こ
と
」
が
重
要
で
す
。

ま
た
相
談
者
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
し
っ
か

り
と
「
聴
き
取
る
」
こ
と
も
、「
相
談
し
て
良
か

っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

そ
れ
で
は
相
談
者
と
の
「
出
会
い
」
か
ら
順
を

追
っ
て
ご
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

相
談
者
と
の
出
会
い

人
と
の
関
わ
り
は
第
一
印
象
が
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
性
格
的
な
も
の
ま
で
第
一
印
象
で
決
め
つ

け
て
し
ま
う
傾
向
す
ら
あ
り
ま
す
。
人
が
第
一
印

象
を
決
め
る
時
間
は
数
秒
か
ら
2
分
ぐ
ら
い
ま
で

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
こ
に
気
を
つ
け
れ
ば
好
印
象
を
与

え
ら
れ
る
の
か
？

◎
印
象
を
決
め
る
要
素

①
「
声
か
ら
の
情
報
」

声
の
大
き
さ
・
高
さ
・
ス
ピ
ー
ド
な
ど
。

②
「
視
覚
か
ら
の
情
報
」

表
情
、
姿
勢
、
身
だ
し
な
み
な
ど
。　

③
「
言
葉
か
ら
の
情
報
」

言
葉
づ
か
い
、
話
の
内
容
・
構
成
な
ど
。

①
と
②
を
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

③
を
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
い
ま

す
。
人
の
印
象
の
9
割
が
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
決
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
印
象
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、
話
の
内
容

だ
け
で
な
く
、
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

①
②
③
が
同
じ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
な

け
れ
ば
、
信
頼
関
係
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、

1
つ
で
も
ず
れ
て
し
ま
う
と
、
伝
わ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
二
重
に
な
り
、
疑
問
が
生
じ
て
相
談
者
が
懐

疑
的
に
な
っ
た
り
、
否
定
的
に
な
っ
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
と
な

る
「
挨
拶
」
は
非
常
に
大
切
で
す
。

自
分
の
心
を
開
い
て
、
ど
ん
な
声
・
言
葉
・
態

度
・
表
情
で
挨
拶
を
交
わ
す
の
か
。
そ
の
後
の
行

動
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

「
た
か
が
挨
拶
、
さ
れ
ど
挨
拶
」
で
す
。

話
を
聴
く

相
談
者
の
言
葉
を
「
耳
で
聞
く
」
の
で
は
な
く
、

言
葉
で
語
ら
れ
て
い
な
い
、
そ
の
奥
の
「
真
意
を

（株）パトス 専任講師 
片山俊子氏

各
講
演
の
紹
介
・
2

相
談
業
務
の
基
礎
知
識
と
技
法

（
株
）
パ
ト
ス
　
専
任
講
師 

片
山 

俊
子
氏
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聴
く
」
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
常
会
話
の
際
の
「
聞
く
」
か
ら
、
相
談
を
受

け
る
場
面
で
は
「
聴
く
」
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替

え
、
相
談
者
の
「
価
値
観
・
感
情
・
思
い
」
を
し

っ
か
り
と
受
け
と
め
て
下
さ
い
。

相
談
者
の
表
情
、
姿
勢
な
ど
を
よ
く
観
察
し
、

非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
注
意
を
払
い

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
相
談
を
受
け
る
場
合
に
は
、
話
し
や
す

い
雰
囲
気
を
つ
く
り
、「
貴
方
の
話
を
し
っ
か
り

聴
い
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
を
発
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

◎「
話
を
聴
く
」
の
技
法

①
質
問
す
る

相
談
者
自
身
が
質
問
に
応
え
な
が
ら
解
決
策
に

気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
う
な
ず
く

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
う
な
ず
い
た
り
、
相
づ
ち
を

打
っ
て
、「
共
感
」
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

③
表
情
を
つ
く
る

表
情
は
眉
と
口
元
で
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

意
識
的
に
「
共
感
」
の
表
情
を
つ
く
り
、
相
談
者

が
話
し
や
す
い
雰
囲
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
復
唱
す
る

相
談
者
の
言
葉
を
復
唱
し
た
り
、
話
の
内
容
を

要
約
す
る
こ
と
に
よ
り
「
確
認
」「
理
解
」
を
伝

え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
相
談
者
の
立
場
に
立
っ

て
、
想
像
力
を
働
か
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤
マ
ジ
ッ
ク
フ
レ
ー
ズ

「
大
変
で
し
た
ね
」「
ご
心
配
で
す
ね
」

「
さ
ぞ
お
困
り
で
し
ょ
う
」
な
ど
の
マ
ジ
ッ
ク

フ
レ
ー
ズ
（
共
感
の
言
葉
）
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

電
話
で
の
相
談

電
話
は
、
相
手
の
顔
が
見
え
な
い
だ
け
に
面
談

よ
り
も
配
慮
が
必
要
で
す
。

◎
電
話
の
特
性
と
注
意
事
項

①
声
だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

電
話
の
場
合
も
、
人
の
印
象
の
9
割
は
非
言
語

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
決
ま
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。「
視
覚
か
ら
の
情
報
」
が
な
い
た
め

「
声
」
と
「
言
葉
」
か
ら
の
情
報
だ
け
に
な
り
ま

す
が
、
相
手
に
見
え
て
い
な
く
て
も
「
声
」
を
通

じ
て
、
こ
ち
ら
の
表
情
、
姿
勢
が
伝
わ
る
の
で
注

意
を
要
し
ま
す
。

②
一
方
的
に
話
さ
な
い

電
話
で
は
相
手
の
理
解
度
を
確
認
す
る
の
に
、

表
情
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
一
方
的
に
話

を
す
る
の
で
は
な
く
、
逐
次
、
相
談
者
の
理
解
度

を
確
認
し
、
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
質
問
出
来
る

「
間
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
周
囲
の
音
に
注
意

電
話
機
は
半
径
4
〜
5
m
の
音
声
を
拾
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
深
刻
な
相
談
を
受
け
て
い
る
と
き
に
笑
い

声
が
聞
こ
え
て
し
ま
う
と
相
談
者
に
不
信
感
を
与

え
て
し
ま
う
の
で
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

相
談
業
務
で
の
心
得

悩
み
ご
と
の
相
談
を
受
け
た
場
合
に
、
相
談
員

の
皆
さ
ん
が
「
答
え
」
を
出
す
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
答
え
」
は
相
談
者
の
な
か
に
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
引
き
だ
し
て
い
く
そ
ん
な
気
持
ち

で
、
係
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
相
談
者

が
自
分
の
「
価
値
観
・
感
情
・
思
い
」
を
整
理
し

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
「
自
分
で
」
決
め
て
い
く

こ
と
を
援
助
し
、
一
緒
に
対
策
を
考
え
て
い
く
姿

勢
が
相
談
員
に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
10
月
の
被
用
者
年
金
一
元
化
に
つ
い

て
、
い
ま
ま
さ
に
改
定
対
応
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
、
地
方
職
員
共
済
組
合
の
児
玉
室
長
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎平成25年度ライフプラン相談業務セミナー日程表
平成25年9月6日（金）

時　　間 講　演　内　容　等

  9：30～10：00 受付開始

10：00～10：05 開講挨拶
　一般財団法人地域社会ライフプラン協会
　理事長　大竹邦実

10：05～10：15 オリエンテーション 

10：15～11：45
（1時間30分）

講演
（演題）「家庭経済設計に関する相談の傾向と

実例・最新トピックス」
（講師）横浜ＦＰ事務所　代表　平野雅章氏

11：45～12：45 昼食･休憩

12：45～15：15
（2時間30分）

講義と演習
（演題）「相談業務の基礎知識と技法」
（講師）株式会社パトス　専任講師　片山俊子氏

15：15～15：30 休憩

15：30～16：30
（1時間）

講演
（課題）「年金の基礎知識と被用者年金一元化に

ついて」
（講師）地方職員共済組合　

年金相談室長　児玉寿郎氏

16：30～17：00 質疑応答、アンケート記入

17：00 閉会

会場：ホテル　ルポール麹町２階　「サファイアの間」

各
講
演
の
紹
介
・
3

年
金
の
基
礎
知
識
と

被
用
者
年
金
一
元
化
に
つ
い
て

地
方
職
員
共
済
組
合
　

年
金
相
談
室
長 

児
玉 

寿
郎
氏
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改
正
の
主
要
項
目

今
回
の
被
用
者
年
金
一
元
化
の
目
的
は
年
金
制

度
の
安
定
性
の
向
上
と
民
間
社
員
・
公
務
員
を
通

じ
、
将
来
に
向
け
て
同
一
の
報
酬
で
あ
れ
ば
、
同
一

の
保
険
料
負
担
、
同
一
の
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る

と
い
う
公
平
性
の
確
保
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

改
正
の
主
要
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

1
．
共
済
年
金
を
厚
生
年
金
に
統
合

厚
生
年
金
に
公
務
員
も
加
入
す
る
こ
と
と
し
、
公

的
年
金
の
2
階
部
分
は
厚
生
年
金
に
統
一
す
る
。

2
．
厚
生
年
金
と
の
差
異
解
消

共
済
年
金
と
厚
生
年
金
の
差
異
は
基
本
的
に
厚

生
年
金
に
合
わ
せ
る
。

①
年
齢
制
限
70
歳
ま
で
。

②
標
準
報
酬
制
へ
移
行
。

③
老
齢
給
付
の
在
職
停
止
。

65
歳
ま
で
は
賃
金
＋
年
金
が
28
万
円
を
超
え
た

場
合
、
年
金
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
支
給
停
止
。

【
経
過
措
置
】
見
直
し
前
の
総
収
入
（
賃
金
と

年
金
の
合
計
）
の
10
％
を
減
額
の
上
限
と
す
る
。

④
加
給
年
金
・
中
高
齢
寡
婦
加
算
の
資
格
要
件
期

間
は
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
の
被
保
険
者
期
間

を
合
算
し
て
20
年
と
す
る
。

⑤
退
職
改
定
の
時
期
（
共
済
に
揃
え
る
）。

「
退
職
し
た
日
」
か
ら
起
算
し
て
1
月
を
経
過

し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
年
金
額
を
改
定
。

⑥
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
に
保
険
料
納
付
要
件
を

導
入
す
る
。

⑦
遺
族
年
金
の
転
給
を
廃
止
。

⑧
遺
族
年
金
の
遺
族
の
年
齢
制
限
。

夫
、
父
母
、
祖
父
母
は
55
歳
以
上
。

⑨
中
高
齢
寡
婦
加
算
の
要
件
変
更

夫
が
死
亡
し
た
当
時
の
妻
の
年
齢
が
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
場
合
に
加
算
す
る
。

夫
の
死
亡
当
時
40
歳
未
満
の
妻
で
あ
っ
て
も
、

40
歳
到
達
時
に
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
で
あ

れ
ば
加
算
す
る
。

3
．
保
険
料
率
の
統
一

平
成
30
年
度
に
18
・
3
％
で
統
一
。

4
．
年
金
に
係
わ
る
事
務
処
理

公
務
員
は
従
来
通
り
共
済
組
合
が
担
当
。

5
．
職
域
年
金
の
廃
止

公
的
年
金
の
3
階
部
分
に
あ
た
る
職
域
部
分
を

廃
止
し
年
金
払
い
退
職
給
付
を
創
設
す
る
。

旧
職
域
部
分
の
未
裁
定
者
に
つ
い
て
は
経
過
措

置
を
規
定
す
る
。

6
．
年
金
払
い
退
職
給
付

①
年
金
払
い
退
職
給
付
の
半
分
は
終
身
年
金
、
半

分
は
有
期
年
金
。
65
歳
か
ら
支
給
開
始
（
60
歳

か
ら
繰
上
可
能
）。

②
有
期
年
金
は
10
年
ま
た
は
20
年
を
選
択
（
一
時

金
の
選
択
も
可
能
）。

③
本
人
死
亡
の
場
合
に
は
終
身
年
金
部
分
は
終
了
。

有
期
年
金
部
分
は
残
余
部
分
を
遺
族
に
一
時
金

と
し
て
支
給
。

④
財
政
運
営
は
積
立
方
式
。
給
付
設
計
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
方
式
と
し
、
保
険
料
の
上
限
を

法
定
（
労
使
合
わ
せ
て
1
・
5
％
）。

⑤
公
務
に
も
と
づ
く
負
傷
ま
た
は
病
気
に
よ
り
、

障
害
状
態
ま
た
は
死
亡
し
た
場
合
に
、
公
務
上

障
害
・
遺
族
年
金
を
支
給
。

⑥
現
役
時
か
ら
退
職
後
ま
で
を
通
じ
た
、
信
用
失

墜
行
為
等
に
対
す
る
支
給
制
限
措
置
を
導
入
。

7
．
受
給
資
格
期
間
の
短
縮

老
齢
年
金
の
支
給
要
件
で
あ
る
受
給
資
格
期
間

を
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
す
る
。

8
．
遺
族
基
礎
年
金
の
父
子
家
庭
へ
の
支
給

遺
族
基
礎
年
金
を
父
子
家
庭
（
妻
が
3
号
被
保

険
者
の
場
合
を
除
く
）
に
も
支
給
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
は
44
名
で
、
過
去

最
も
多
い
参
加
人
数
で
し
た
。

昨
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
面
か
ら
も
相
談
業
務
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
本
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
、
実
践
的
な
相
談
業
務
の
知
識
を
身
に
つ
け
て

い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
全
国
の
相
談
業
務
を
担
当
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

よ
り
充
実
し
た
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地方職員共済組合 
年金相談室長 児玉寿郎氏

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て


